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早稲田大学グリークラブの紹介

 早稲田大学グリークラブは、早稲田大学校歌「都の西北」の制定された

1907 年 ( 明治 40 年 ) をその起源とし、以来今日に至るまで早稲田大学

とともに歴史を歩んできた伝統ある男声合唱団です。時代の流れを乗り

越え幾度と無く繰り返される世代交代の中で、作曲家の磯部俶、声楽家

の岡村喬生、コーラスグループのボニージャックスなど、音楽界の第一

線で活躍する数多くのＯＢも輩出してきました。

 現在は一年から四年まで含めると 110 余名の団員が籍をおいており、

年 4 回の演奏会を中心に国内外への演奏旅行やオペラの出演、企業か

らの依頼演奏、テレビなど音楽番組への出演、ＣＤ録音など幅広い活

動を行っております。最近の活動としては、一昨年には定期演奏会に

おいてアーティストの小田和正氏との共演をはたし、九月には日伯交流

100 周年記念行事としてブラジルへ演奏旅行へおもむき、どちらも好

評を博しました。また、昨年は携帯サイト「Gree.jp」のＣＭとテレビ番

組「IQ サプリ」に出演させていただき、九月には中国建国 60 周年記念

行事の一環として上海への演奏旅行を行い、復旦大学・上海師範大学と

交流させていただきました。また、現在は永谷園のＣＭに出演させてい

ただいております。

 本日は精一杯歌いますので、どうぞ最後までお楽しみ下さい。
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早稲田大学総長

白 井 克 彦

 本日は、早稲田大学グリークラブ演奏会にお忙しいなか当会場まで足を

お運びいただきありがとうございます。大学を代表して、またグリークラ

ブ OB のひとりとして厚くお礼申し上げます。

 1907 年に誕生したグリークラブは、早稲田大学の数ある芸術系サーク

ルの中でも、輝かしい伝統と実績を誇る国内屈指の男声合唱団であります。現在、部員数 100

名を超える団体として、国内外での演奏旅行やプロの演奏会・TV への出演など活発な活動を

続けており、大学にとっても大変誇らしいことであります。

 歌を歌う喜びは、心を合わせてひとつのハーモニーを作り出す営みの中にあると共に、その

作品と歌のすばらしさを観客の皆様に伝えることにもあります。男声合唱団には独特の心に澄

み渡る素晴らしいハーモニーがあります。2009 年度のグリークラブの活動を締めくくる本日

の演奏会、学生たちのさわやかな歌声を最後までごゆっくりとお楽しみください。

 今後とも早稲田大学グリークラブへの暖かいご支援ならびにご指導をよろしくお願い申し上

げつつ、私の挨拶とさせていただきます。

早稲田大学中信校友会会長

三 溝 健 頌

 今宵は、母校早稲田大学の「グリークラブ演奏会」に多勢の皆様方のご

来場をいただき校友会一同、心から感謝と御礼を申し上げます。

 早稲田大学は、明治 15 年秋、大隅重信侯により「学問の独立と進取の

精神」を建学の理念に東京郊外の早稲田の杜に開校し、今日まで 128 年

の歴史を刻んでまいりました。

 近年はその伝統のもと、21 世紀の世界に飛躍する人材の育成を目指しています。

 早稲田大学グリークラブについては上記、白井克彦総長の「ごあいさつ」の中で詳しく述べ

られていますが、グリークラブ誕生の年は校歌「都の西北」が制定された年であることから、

当初は校歌普及のための合唱団でした。ちなみに当時（明治 40 年）は早稲田大学の他、校歌

を持った大学や高等学校は存在していなかったわけですから、結果としてグリークラブの活動

は他校の校歌制定の気運に少なからず刺激をあたえたとも伝えられています。

 次に早稲田大学中信校友会について述べますと、松本を中心に安曇野、大町、塩尻、木曽地

方に住む校友達の集まりです。いずれも学生時代は、都の西北早稲田の杜に集い学び、スポー

ツやサークル活動に青春を燃焼させ、卒業後はそれぞれの立場で社会に貢献したり、現役で活

躍しています。

 今回の「グリークラブ演奏会」も、早稲田大学校友会の創立 125 周年の記念行事として企

画されたもので、関係団体や企業をはじめ多くの皆様の温かいご協力をいただきました。ここ

にあらためて厚く御礼を申し上げます。
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早稲田大学グリークラブ会長

伊 東 一 郎

 グリークラブ恒例の国内演奏旅行は、毎年団員が全国各地の早稲田大

学 OB との絆を深め、地方の音楽愛好家、合唱ファンとの交流を深める

ために行っているものです。今年の春は豊かな自然と古い歴史で知られ

る都、松本市で演奏会を開けることを団員一同心から楽しみにしており

ました。ご来場の皆様に歴史ある早稲田大学グリークラブの若々しい歌声をお楽しみいただけ

れば、会長としてこれにまさる喜びはありません。また、この演奏会の実現にあたって、演奏

会を主催して頂いただけでなく絶大なご協力を賜った地元早稲田大学中信校友会の皆様に心か

ら御礼を申し上げます。この演奏会が早春のひととき、ご来場の皆様の心に残るものになるこ

とを願ってやみません。

早稲田大学グリークラブ部長

伊 東 駿

 本日は私ども早稲田大学グリークラブの公演にご来場くださり、誠に

ありがとうございます。この度、美しい自然と歴史をもつ長野県で演奏

できますことを、私どもは大変楽しみにしてまいりました。

 私どもは、常に「新しい音楽」に挑戦し続けることを目標としています。

自分たちの好きな歌を歌うだけでは、物足りません。合唱好きのお客様のみに歌を聴いていた

だくだけでは、満足できません。一人でも多くの方に自分たちの歌をお届けし、「楽しかった」、

「また聴きたい」と言っていただけるような演奏を作り上げたいのです。ひいては、合唱とい

うジャンルの可能性と人気を、もっともっと拡大させたいという野望をもっております。

 この度の公演におきましても、その目標のもと団員一同練習を重ねてまいりました。多くの

お客様に親しんでいただけるような構成となっておりますので、どうぞリラックスしてお聴き

ください。もしご意見、ご要望等ありましたら、ご遠慮なくおっしゃってください。

 末筆となりましたが、この度の公演の開催にあたり大変お世話になりました、早稲田大学中

信校友会の皆様、ならびに全ての関係者の皆様に心から感謝を申し上げまして、挨拶と代えさ

せていただきます。
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第 1ステージ

１. 早稲田大学校歌「都の西北」

２. クラブソング「輝く太陽」

３. 早稲田大学第一応援歌「紺碧の空」

４. なごり雪

５. 少年時代

６. Ride the Chariot

７. 君といつまでも

８. アカシヤの径

９. この道を行く

10. 昴

11. 酒頌

12. 島唄

13. 見上げてごらん夜の星を

14. 斎太郎節

指　揮：北岡　周（学生）
－愛唱歌ステージ

～休憩～

男声合唱のための抒情歌メドレー「綾なす故郷」

編曲 上田真樹

第 2ステージ

指　揮：北岡　周（学生）

ピアノ：荒井庸子

－童謡唱歌ステージ

合唱組曲「母なるものへ」

 作詩 覚和歌子

 作曲 千住明

第 3ステージ

指　揮：北岡　周（学生）

ピアノ：若尾史人（学生）

－「母なるものへ」ステージ
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早稲田大学校歌「都の西北」
 早稲田大学校歌は、相馬御風作詞・東儀鉄笛作曲により早稲田大学創立 25 周年 ( 明

治 40 年 ) に制定されました。全三番の構成ですが、特に一番の歌詞冒頭部の「都の西

北 早稲田の森に」のフレーズは有名であることから別名『都の西北』と称されます。

学生や卒業生のスポーツ観戦や同窓会の際に幅広く愛唱され、早稲田は日本一校歌を

歌う大学とも言われています。

早稲田大学グリークラブ クラブソング「輝く太陽」
 本曲は、1953年に当時当団の常任指揮者であった磯部俶により作詞作曲されました。

50 年以上経った現在でも歌い継がれており、演奏会では校歌と共にトップを飾ります。

また、当団の酒の席では、乾杯の際にこの曲を声高らかに歌い乾杯するのが習わしと

なっています。

早稲田大学第一応援歌「紺碧の空」
 住治男作詞・古関裕而作曲。当時、早慶戦で連勝していた慶応義塾大学の応援歌「若

き血」に対抗するために、1931 年に制定されました。早慶戦の応援では 1 点挙げる

ごとに必ず歌われるほか、野球に限らず各種スポーツ試合や同窓会などでも広く歌わ

れており、校歌と並び早稲田大学を象徴する歌です。

なごり雪
 作詞作曲はかぐや姫の伊勢正三さん。イルカさんのカバーによって広く知られてい

る本曲。別れの時の男性の心境を歌ったこの不朽の名曲を、男声合唱にアレンジする

とどのように仕上がるのか、ご期待下さい。

少年時代
 言わずと知れた井上陽水さんの名曲。懐かしさを感じさせるメロディーと、夏の終

わりの郷愁を感じさせるような歌詞で大ヒットしました。近年では音楽の教科書に掲

載され、名実共に井上さんの代表歌となっている曲です。

Ride the Chariot
 本曲は 19 世紀アメリカ黒人奴隷の時代に作られた曲です。「Chariot」とは旧約聖

書の預言者イリヤが乗っていた、人を天に召上げるという「炎の馬の戦車」の事であり、

黒人奴隷たちの「苦しみから解放されて天国へ行きたい」という願いのこもった歌です。

計３回あるソロに御期待下さい。

君といつまでも
 1965 年に発表された、おなじみ「若大将」こと加山雄三さんの名曲で、同年公開

の映画「エレキの若大将」の主題歌にもなり、大ヒット。本曲の歌詞「幸せだなぁ」

はこの年の流行語になるほどでした。本日の演奏会でも、ソリストが幸せ一杯に歌い

上げます。

第 1ステージ

－愛唱歌ステージ  
曲 目 紹 介
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アカシヤの径
 本曲は男声合唱界に数多くの名曲を生み出している多田武彦さんの曲です。恋に敗

れ、打ちひしがれて、アカシヤの径 ( アカシアの花咲く道 ) を 1 人歩く男の姿を描い

た曲です。「君といつまでも」とはうって代わり、哀愁漂うソリストの歌声とパフォー

マンスに御注目下さい。

この道を行く
 本曲は当団の創立 100 周年の際に、日本を代表するシンガー・ソングライターであ

る小田和正さんに作って頂いた曲です。未来への不安や迷いを抱え、将来について苦

悩する若者。しかし曲最終部では「友よ 君の誇れる 自分でいたい」と強く思う。

そんな私達の等身大に近い若者を描いた曲です。

昴
 言わずもがなの名曲「昴」。1980 年に谷村新司さんが発表し、大ヒットした曲です。

今では国内だけでなく東アジアの多くの人々にも愛唱され、第 58 回 NHK 紅白歌合

戦の出場者選考アンケート「スキウタ」にもランクインする、まさに時代も国境も越

える不朽の名曲です。

酒頌
 W.B.Yeats 原詩・林望訳詩・上田真樹作曲による本曲。タイトルの「酒頌」とは「酒をほ

めたたえる」という意味。嬉しい時悲しい時、人生の様々なシーンを共にする「酒」。本曲は、「う

まし酒は口よりいりて、うまし恋は目より至ると」に始まる歌詞に見られるように「酒」と「君」

( 想い人 ) に対する想いを綴った曲です。

島唄
 本曲はロックバンド「The Boom」によって 1993 年に発表され、150 万枚以上の

売り上げを記録した曲です。作詞作曲の宮沢和史さんは、戦時中の沖縄での出来事へ

の自身の無知さと、当時の軍事下教育に対する疑問のような怒りで、地下のガマ ( 自

然洞窟 ) に残っている皆さんの魂を空に解放したいという想いから、この曲を作った

そうです。

見上げてごらん夜の星を
 永六輔作詞・いずみたく作曲のこの曲は、坂本九さんが歌ったオリジナル版を始め

として数多くの歌い手によってカバーされて歌い継がれてきた曲です。本日は男声合

唱ならではのハーモニーをお届けできるよう頑張りますので、お聞き下さい。

斎太郎節
 宮城県民謡。タイトルは「さいたらぶし」と読みます。男声合唱のパワフルさ・激

しさをこれでもかと詰め込んだ当団の「18 番」です。漁師の掛け声である「ハァコリャ

コリャ」など、力強い合唱、ソリストの勇ましい歌声などに御注目。とにかくアツい、

むさ苦しいほどアツい、そんな歌です。
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学生伴奏者

若 尾 史 人（わかお ふみと）

 東京都中野区出身。現在早稲田大学文化構想学部 2 年。5 歳のころか

らピアノを習い始め、高校卒業まで継続、現在も時間を見つけては練習

を続けている。中学、高校では吹奏楽部で打楽器を担当、パートリーダー

や、アンサンブルコンテストに参加。また、演奏会でのピアノ伴奏など、

意欲的に活動してきた。早稲田大学に入学してからは、新しい分野を経験しようとグリークラ

ブに入団、合唱の魅力に気付く。現在はグリークラブでの活動（伴奏者としてのピアノの練習

だけでなく、歌い手としての合唱の練習も）に積極的に打ち込みながらも、学業を怠ることな

く、日々忙しくも非常に充実した大学生活をおくっている。

学生指揮者

北 岡 周（きたおか あまね）

 奈良県出身。小学校でエレクトーン、中学・高校で吹奏楽 ( 担当楽器

はテナーサクスフォン ) を経験した。大学でも吹奏楽を続けていくつも

りであったが、夏休みを経て新しいジャンルの音楽への挑戦したいとい

う想いが溢れ、秋学期の開始に合わせてグリークラブの門を叩く。初回

の見学時に聴いた「なごり雪」のアンサンブルが強く印象に残り、その日以来合唱の虜となり

練習に通い始める。初めて見学してから１年が経とうとする頃、学生指揮者に就任した。現在

では持ち前の絶対音感を活かしてグリーメンとの練習で力を発揮し、学生指揮者としての地位

を少しずつ築いている。
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編 曲：上田 真樹

指 揮：北岡  周 (学生 )

ピアノ：荒井 庸子

綾なす故郷～男声合唱のための抒情歌メドレー～

 本曲は、一昨年のブラジル演奏旅行の際に、日本の昔ながらの童謡・抒情歌をブラジルの方に届け

たいという想いから、上田真樹さんに編曲していただいた歌です。日本人なら誰もが一度は聴いたこ

とがある、そんな日本の抒情歌を集めたメドレーとなっております。各曲の情景を思い浮かべながら、

どうぞお楽しみ下さい。

ピアニスト

荒 井 庸 子

 フェリス女学院大学音楽学部器楽学科ピアノ専攻卒業、及び同大

学アンサンブルディプロマ科修了。2005 年、フランス国立ヴェルサ

イユ地方音楽院高等科を満場一致の一等賞で卒業。同時に Concours 

d'interpretation de la musique du 20eme siecle にて審査員賞受賞。

2006 年、同音楽院特別課程ディプロム取得後、帰国。栃木県ピアノコンクール優秀賞、ベス

トプレイヤーズコンテスト入賞、ピカルディコンクール２位。クラリネットとピアノによるデュ

オ「Vive la musique（ヴィヴ・ラ・ミュジック）」で栃木県芸術祭準グランプリ受賞。2009 年、

早稲田大学交響楽団とピアノ協奏曲を共演。UFAM 国際コンクール、ピカルディコンクール、

クラリネットコンクール、エコール・ノルマル卒業試験にて伴奏。その他、コンクールやコンサー

トにて多数伴奏を行う。フランス、韓国、日本において数々のコンサートに出演する。現在は、

室内楽、伴奏、ソロ活動の傍ら、後進の指導にも力を入れている。ピアノを大貫忠次、二宮裕

子、上原興隆、立神粧子、Edda ERLENDSOTTIR、伴奏を Christine ROUAULT、室内楽

を Jean-Pierre SABOURET、Jacques CHARLES、Francois GONZALES の各氏に師事。

編曲者

上 田 真 樹

 作曲を高橋裕、加藤徹也、川井學の各氏に、ピアノを秋庭津代子、森正、小林睦子の各氏に、

指揮法を村方千之氏に師事。第 12 回奏楽堂日本歌曲コンクール作曲部門二位入賞、第 18 回

朝日作曲賞 ( 合唱組曲 ) 受賞。近年の作品に混声合唱とピアノのための組曲“夢の意味”(2006)、

混声合唱とピアノのための組曲“鎮魂の賦”(2007)、男声合唱組曲『稲風』(2007) 等。本ステー

ジでは、『綾なす故郷』の編曲を担当。

曲 目 紹 介

第 2ステージ

-童謡唱歌ステージ
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第 2ステージ
綾なす故郷 ～メドレー～ 歌集
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作 詩：覚 和歌子

作 曲：千住  明

指 揮：北岡  周 (学生 )

ピアノ：若尾 史人 (学生 )

 今宵最後のステージは、合唱組曲「母なるものへ」です。『千と千尋の神隠し』の主題歌『いつも何度でも』

を手がけた作詞家の覚 和歌子さんに書き下ろしの詩を書いていただき、NHK 大河ドラマ『風林火山』などの

作曲を手がけた作曲家の千住明さんに作曲していただきました。

 「母」をテーマにしたこの組曲は、様々な母性の在りようを描き出しています。1 曲目『母なるもの』は、「大

地母神」ならぬ「大海母神」のイメージです。母なる海とそこから誕生した生命に対する普遍的な愛を歌いま

す。２曲目『銀杏の窓』では、「息子が可愛くて可愛くて仕方がないという気持ちに溺れまいと自制している

老いた母親」と「そんな母を静かに理解している大人になった息子」が描かれています。3 曲目『誰も知らな

い』では、少女時代の母親に思いを馳せます。三連目は、母親として自分のことよりも家族を優先して暮らす

うちに自らの夢をあきらめざるをえなかった母の世代への献辞と言えるでしょう。４曲目『ぬくもり～乳と血

と』で歌われる＜乳の白＞と＜血の赤＞の組み合わせは祭祀の色彩です。生命への寿ぎの２色を身体の内に秘

める「母親」の、その手のぬくもり、誰もが持つ、母親への郷愁と感傷。

 今年で 103 年目を迎えた我々の、それぞれの母に対する思いをこの組曲に込めて歌います。どうぞ最後ま

でお楽しみ下さい。

作曲者紹介 千住 明 ( せんじゅ あきら）

 1960 年 10 月 21 日東京生まれ。幼稚舎より慶応義塾で学び、慶応義塾大学工学部を経て東京芸術

大学作曲科卒業。同大学院を首席で修了。修了作品「EDEN」(1989) は史上８人目の東京芸術大学買

上となり、東京芸術大学大学美術館 ( 芸術資料館 ) に永久保存されている。東京音楽大学客員教授。

 芸大在学中からその活動は、ポップスから純音楽まで多岐にわたり、作曲家・編曲家・音楽プロデュー

サーとしてグローバルに活躍。ソロアルバム、メインアルバム、プロデュースアルバムは数多い。

 フィルハーモニア管、チェコフィル、ワルシャワフィル、Ｎ響、等世界有数のオーケストラとの録音や、

ヴァーツラフ・ノイマン、シャルル・デュトワ、小澤征爾等の巨匠指揮者とのセッションも数多い。

 代表作にテレビドラマ「砂の器」劇中テーマ曲のピアノ協奏曲「宿命」(2004)、羽田空港第 2 ター

ミナル環境音楽「四季」(2004) やオペラ「隅田川」(2007)、詩篇交響曲「源氏物語」(2008)、「月光」(2009)

など。映像音楽として、映画「226」「わが心の銀河鉄道」「愛を乞うひと」「黄泉がえり」「涙そうそう」「風が強く吹いている」「Tales 

of Vesperia」、ドラマ「高校教師」「家なき子」「ほんまもん」「砂の器」NHK 大河ドラマ「風林火山」、アニメ「機動戦士Ｖガンダム」

「鉄人 28 号」「「雪の女王」「鋼の錬金術師」、NHK スペシャル「世紀を越えて」、NHK「日本 映像の 20 世紀」、ＣＭ「アサヒ スー

パードライ」「コスモ石油」等、音楽を担当した作品は数多い。

 12 月には新作オペラ「万葉集」が東京文化会館において初演される。

 ヌーノ、カート・エリング、ジェーン・バーキン、シセル、ザンフィル等の海外アーティストのプロデュースも手がける。

 '97 年第 20 回、'99 年第 22 回、'04 年第 27 回日本アカデミー賞優秀音楽賞受賞等、受賞歴多数。

第 3ステージ

合唱組曲「母なるものへ」

曲 目 紹 介

作詞者紹介 覚和歌子 ( かく わかこ）
 詩人・作詞家・音楽家。12 才まで山梨で育つ。早大一文卒。

大学卒業と同時に前衛ロックバンド・ショコラータに作品を提供して作詞家デビュー。以後、平原綾香、

SMAP、夏川りみ、新垣勉、クミコ、沢田研二などに作詞多数。宮崎駿監督の映画『千と千尋の神隠し』

主題歌『いつも何度でも』( 木村弓・歌 ) で '01 年レコ大金賞。'08 年『崖の上のポニョ』オープニング

主題歌の歌詞に原詩『さかな』を提供。'08 年企画監修・補作した山梨県版宇宙連詩「星つむぎの歌」( 歌・

平原綾香 ) はスペースシャトルでミッション中の土井隆雄宇宙飛行士のウェイクアップコールとして使

用される。言葉の身体性、音楽性を重視する立場から、国内外で自作詩の朗読ライブ活動を精力的に

展開している。 著作に詩集『ゼロになるからだ』( 徳間書店 )、詩集『海のような大人になる』( 理論社 )、

エッセイ『青天白日』( 晶文社 )、翻訳絵本など多数。'04 年ボーカリストとして CD『青空一号』( ソニー )

をリリース。'08 年映画『ヤーチャイカ』では脚本、監督 ( 共同監督・谷川俊太郎 ) を務める。'09 年 2 月舞台「届かなかったラブ

レター」の構成・演出担当。詩作を軸足においたマルチな活動に注目が集まる。'09 年はＮＨＫ全国学校音楽コンクール課題曲の他、

富山県文化振興財団からの委嘱作品「少年少女のための交響詩～めざめる羽 はばたく四季」など合唱の作詞を多く手がけている。
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